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会議次第 １．開会
２．教育長あいさつ
３．会長あいさつ
４．協議事項
　（1）令和２年度文化財保護事業について

・年度事業報告　　・シダレグリ再生事業経過報告
・矢彦神社修繕事業終了報告

　（2）令和３年度事業について
・シダレグリ再生事業　　・シダレグリシンポジウム
・矢彦神社修繕報告書の作成　　・沢尻東原遺跡発掘調査速報展（6/5～7/18）
・神明神社舞台の活用について　　・山寺の毘沙門堂修繕について

　（3）その他
・矢彦神社社叢の剪定について　　・『辰野町の指定文化財』印刷について
・赤羽焼かま修繕について　　・油屋大戸修繕について
・『辰野町資料』について

　 ５．その他
・委員の任期満了について

６. 閉会

会議結果 １．開会

２．教育長あいさつ

３．会長あいさつ

４．協議事項
   (１) 令和２年度文化財保護事業について

① 文化財保護審議会
・ 11月 『辰野町資料』122号発行
・ 11月9日 【中止】県文化財保護研修会
・ 3月 『辰野町資料』123号発行

②
・ 10月7日 油屋見学
・ 10月8日 有賀氏古文書寄贈
・ 10月10日 油屋清掃作業
・ 10月29日 今村のカヤ伐採
・ 11月8日 沢尻東原遺跡発掘調査報告会
・ 11月11日 三区山論絵図受け入れ（美術館）
・ 11月13日 遠藤氏古文書寄贈
・ 11月14日 油屋清掃作業
・ 11月15日 小野宿町並み講演会
・ 12月1日 矢彦神社修繕竣工
・ 12月4日 山崎氏古文書寄贈
・ 12月11日 香住寺サクラ剪定
・ 1月8日 油屋大戸修繕竣工
・ 1月23日 小野図書館視察
・ 1月26日 小野図書館引き取り書籍確認
・ 1月28日 文化財防火デー
・ 2月12日 小野図書館書籍引き取り
・ 3月12日 シダレグリ保存管理委員会
・ 3/22-27 矢彦神社社叢剪定

会　議　録

辰野町文化財保護審議会（第２回）
令和3年3月26日（金）　午後2時～午後4時
町民会館　104号学習室
14名中　13名（審議委員9名、事務局4名）

文化財保護活動



・ 3月23日 シダレグリ再生事業・赤羽焼かま修繕 竣工
・ 3月29日 御陵塚のサワラ剪定
・ 3月30日 GIS保守更新 竣工

　　　③小野宿問屋保存会
・ 10月7日 問屋見学
・ 10月22日 問屋見学
・ 10月 【中止】研修視察
・ 11月3日 秋季特別公開
・ 11月5日 問屋見学
・ 12月 冬ごもり作業・しめ飾り
・ 12月23日 問屋見学
・ 2月10日 問屋見学
・ 3月 役員会

　　　④辰野町石造物調査会
・ 10月25日 上伊那郷土研究会交流の集い

　　　⑤小野のシダレグリ自生地保全友の会
〇 月1回の手入れ作業（支障木・藪切り作業、外来種除去、下草刈りなど）
・ 3月30日 総会

　● シダレグリ再生事業経過報告

　● 矢彦神社修繕事業終了報告

　（２）令和３年度事業について
●

●

質問： 参加者に制限はあるか？
→

質問： コロナ対策について
→ 客席は一つ飛ばしに。定員は300名程度で、それ以上来場者がいた場合は入場制限

など。具体的にはこれから。
県からの話では、長野県の文化財保護行政は天然記念物系が弱いため、ぜひしっか
り実施し、県内市町村に研修の機会としてほしいとのこと。県教育委員会も、宣伝
も含めて協力してくれる予定。

当初は斜面上部分について、不要木の除伐およびボヤ・草の搬出を実施予定だった
が、補助金に余裕が出たため、道路側の部分についても実施した。上下２か所を完
了。金額はおよそ1,600万円で、うち国と県とで55パーセントの補助が出る。

平成27年から設計監理が始まり、拝殿・回廊・神楽殿と、今年度は右回廊を修繕し
た。今年度ですべて完了。総事業費8,300万円。小野の皆様が頑張ってくださっ
た。当面は建物も大丈夫であると思われる。

令和３年度再生事業は、指定地中央付近の0.8ヘクタールについて実施。不要木の
除伐と下草の刈り取り・搬出、枯死して倒れているシダレグリの搬出。架線で運び
出しをする予定。鉄の架線は切れて落ちた時に木に影響があるため、繊維ロープを
使う。令和２年度に開けた作業道を活用。補助金の金額に合わせて可能な面積を実
施していくため、少しやり残しができるが、その部分は令和４年度に予算要望して
実施予定。
なお、不要木の搬出の一部にドローンを試験的に用いる計画もあったが、県教育委
員会より、安全を担保しきれないため、試験的な試みはしないよう指示があったた
め取りやめた。

シダレグリ再生事業

シダレグリシンポジウム
令和３年９月11・12日に、天然記念物指定100年を記念してシンポジウムを開催。
現在、元気づくり支援金事業に申請しており、採択されれば補助事業となる。内容
の詳細は開催要項（案）を確認のこと。
地元小中学生に関わってもらうため、シダレグリの絵を描いてもらい、当日ロビー
に展示することを考えている。教育長や校長先生方とも相談しながら進めていきた
い。
シンポジウムの予稿集を作成し、来場者に配る予定。

制限はなく、幅広く。シダレグリ所在地の皆様には声掛け済。うち何か所かには事
例報告も。



●

●

質問：
→

●

意見：
→

意見：

意見：

→

意見：

意見： 地区ではいずれは回り舞台を復活させたい、という意見も聞いている。それをやっ
たとしても、どれだけの人が使うかが問題だね、という話も出ている。ライブをや
りたいなどという話もあるそう。

回り舞台復活は、実際にやっている人たちが高齢化して維持管理できないような状
態であれば（難しい）。せっかく活用するならという思いはわかるが。

回り舞台があったということを見せるだけであれば、ドアを付ければいいが、その
つけ方については検討が必要かと思われる。回り舞台復活など、それ以上の話にな
るのであれば、また難しい話になるが、審議会としてはせっかく活用するなら回り
舞台復活まで検討したらいいのではと思う。ここで出た意見を神明神社にお返し
し、区の皆様で検討していただけたらと思う。

配電盤を落としてから戸締りしていたと思うので、それさえ徹底できれば漏電の可
能性は低いのではないか。

昔の出入口の痕跡はないか？以前、舞台を使っていた頃はどこかから出入りできた
はず。改修工事で閉じてしまったか？

明り取りの意味もある。裏から日光を入れ、前から照明をつければ良く見えるだろ
うという考えのよう。

どうしてもこの、裏の場所に開けなければならないのか？改修工事をした人か、建
物のことがわかる人が見れば、どの場所にドアをつければ建物に影響がないのかが
わかるのではないか。誰かに聞いたほうがいいのではないか？

どのように有効活用するかがもう少し具体的であれば、もう少し具体的な検討が可
能。下諏訪にも回り舞台があり、実際に舞台を使っている。現状案では回り舞台が
あったことを見るだけだが、できれば使っているところを見ることができるように
するなど。早急に扉を付けると、獣の被害なども心配。実際に保存している地区が
どうしているのかを研究するのもいいのでは。

県からの話では、長野県の文化財保護行政は天然記念物系が弱いため、ぜひしっか
り実施し、県内市町村に研修の機会としてほしいとのこと。県教育委員会も、宣伝
も含めて協力してくれる予定。

展示エリアは？

神明神社舞台の活用について
　10年ほど前に舞台を区民の寄付で修繕したが、現状年２回程度しか使われていな
いことについて、神明神社役員の方から、もっと建物を活用する案として現状変更
申請と相談があった。舞台下に回り舞台の装置があるので、これをお祭りの際や社
会見学で見てもらえるように、扉と照明を付けたいとのこと。照明は人感センサー
を予定。すでに改修の際コンセントが設置されているので配線工事は予定していな
い。見積書を添付。審議会で判断を仰ぐ旨を伝えてある。このような工法で改修は
可能か？また町の補助金等は活用可能か？

矢彦神社修繕報告書の作成
修繕が完了したので、修繕報告書を記録として刊行したい。予算的に、２か年事業
となる。来年度は現状欠けている設計図の作成（左回廊・勅使殿）、再来年度は修
繕の経過や神社の来歴などをまとめ、記録集的な本を発行したい。

沢尻東原遺跡発掘調査速報展（2021.6.5～7.18）

美術館３階を展示エリアに。まだ復元途中の土器も多いため、今回は30点程度の展
示になる。

防火上の問題。電源の元が切れているかどうかの確認が表からできるか。

県埋蔵文化財センターが毎年実施している速報展の一環として、沢尻東原遺跡出土
の土器を辰野で展示予定。併せて早稲田大学教授の高橋龍三郎先生の講演も計画。
展示期間は6/5～7/18。講演会のスケジュールは未定。町との共催で実施する予
定。



●

　（３）その他
●

● 『辰野町の指定文化財』印刷について

●

●

●

赤羽焼かま修繕

『辰野町資料』第123号について

油屋の大戸修繕について

矢彦神社社叢剪定について

山寺の毘沙門堂修繕について



●

６．その他

７. 閉会

５．その他
委員の任期満了について


